
孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

【分科会１（第４回）】 議事次第 

令和６年 5 月 14 日（火） 

11：00～12：00 

（オンライン開催） 

 

〇「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）経過説明 

 ・令和５年度におけるつながりサポーター養成講座の試行実施に関する報告  

 ・令和６年度におけるつながりサポーター養成講座の本格実施に向けた共有  

 

（２）意見交換 

 

（３）その他 

 

３ 閉会 



 （資料１） 

 

分科会１（第４回） プログラム 

 

■日  時 令和6年5月14日（火）11：00～12：00 

■開催方法 Microsoft Teamsズームを活用したオンラインミーティング 

■プログラム 

時間 項目 担当（進行） 資料 

11:00〜 プログラムおよび配布資料の説明 内閣府 

 

有(議事

次第) 

11:02〜 

（13分） 

経過説明 

 

あなたのいばしょ

／新公益連盟 

有 

11:15〜 

（40分） 

意見交換 

 

同上 

・大西政策参与 

無 

11:55〜 事務連絡 内閣府 

 

無 

 



令和５年度における
つながりサポーター養成講座の試行実施に関する報告
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③相談者（相談を受ける人）になりうる層については、
「『認知症サポーター養成事業』を参考に、孤独・孤立の理解者を増やす活動として同養成講座のような仕組みを設け
る。」とまとめている。

⇒孤独・孤立についての理解・意識や機運を社会全体で高めていくために、
孤独・孤立の問題を抱える当事者等をサポートする人材（つながりサポーター）を養成する必要。

「つながりサポーター」を養成するため、標準テキストの作成等、サポーターを養成するための仕組みづくりを目的。

背景01
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令和５年度における取組について

10月 3月11月 12月 1月 2月

第１回
検討会

第２回
検討会

第３回
検討会

第４回
検討会

カリキュラム検討・テキスト作成

養成講座試行実施（全５回）

委託業者
契約

10月 委託業者との契約
養成カリキュラム検討

11月 第１回有識者検討会
12月 第２回有識者検討会

養成テキスト作成

1月 第３回有識者検討会
2月 養成講座試行実施（全５回）
3月 第４回有識者検討会

02

2023年

2024年
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有識者検討会について

 

【検討会有識者構成】

つながりサポーターの養成テキスト等の作成に関する意見の収集・分析を行うことを目的として、孤
独・孤立対策に関わりのある有識者により構成される検討会の設置および運営を行なった。
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第１回
令和５年11月15日

○事業概要およびスケジュールの共有
○養成テキストの方向性の共有・議論
○試行実施場所候補に関する共有

第２回
令和５年12月18日

○養成テキスト案の共有
○試行実施場所の報告

第３回
令和６年１月18日

○養成テキスト最終稿の共有・議論
○試行実施に関する具体的調整

第４回
令和６年３月12日

○試行実施結果に関する共有
○こども版テキストに向けた検討
○次年度以降の本格実装に向けた議論
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つながりサポーター養成講座の方向性について

つながりサポーター養成講座
→普段から福祉に携わっている人だけでなく、専門的知識をもたない国民全般も対象とした。
→専門家を育成するのではなく、日常の何気ない場面での気づきや声がけ等の意識づけを促し、

声を上げやすい社会環境づくりをしてくための普及・啓発を主たる目的としている。

つながりサポーター養成講座は、孤独・孤立に関する問題の普及・啓発を目的とする。
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養成テキストについて

時間目安項目

5分はじめに1

13分孤独・孤立の何が問題か2

5分つながりを考えてみよう3

8分調査結果からわかること4

12分困ったときどうする？5

12分相談窓口を知ろう6

3分地域の活動を知ろう7

2分最後に8

参考資料

つながりサポーターの養成に必要な基礎的知識や求められる能力等をまとめた標準テキストを作成。
また、養成講座の将来的な展開に向けて、講師に特別な資質や能力を求めず、
誰でも講師を務めていただけるように、標準テキストの章ごとの時間配分の目安や、留意事項および各
スライドにおける解説例を示した“講師用テキスト”も作成。

前半では、「孤独・孤立とは何か？」という基本的な知識に加えて、誰もが孤独・孤立に陥りやすくなっている社会背景、
身近にある孤独・孤立状態の例、孤独・孤立に関する調査データを紹介する。孤独・孤立は社会構造上発生しており、
個人の責任（自己責任）ではないということ、他人事でなく自身や身近なところで発生している問題であることを説明。
後半では、個人ワークを取り入れ、自分そして周囲の人が悩みや困りごとを抱えたときにできることを考えていただく。
さらに具体的な行動例を示すことで基本的な対応を学ぶとともに、対応する相談窓口や地域活動を紹介する。
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令和５年度における試行実施について

開催方式参加人数参加者開催日時実施協力団体

つながりサポーターの確保・養成に必要な手法の調査の一環として、作成した養成テキストをもとに、
「つながりサポーター養成講座」の試行を全5回実施した。
学校、企業、自治体にて実施し、学生や職員、地域の人などを対象に行った。詳細は以下のとおり。
なお、講師用テキストの検証と改善のため、講師には有識者検討委員会の委員が参加した。
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試行実施におけるアンケートについて

実施当日に、受講者全員を対象としたアンケート調査(紙媒体、記述式含む設問 18 問)を実施。
アンケートは、「孤独・孤立への興味関心の高まりは見られたか」「つながりサポーターの活動に対する意
欲はどの程度か」「講座の時間やテキストの難易度は適切か」など、養成講座の内容を評価するための項目
を設定し、試行実施の効果の測定を行った。
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【孤独・孤立への理解の深まり、興味関心の醸成について】
・「理解できた」「興味関心が高まった」の回答割合が高く、理解増進、興味関心の熟成は達成できている

【相談窓口の活用、他者へのサポートへの意欲について】
・「そう思う」「ややそう思う」と回答している割合が高く、窓口の活用やサポートへの意欲は高まっている

【講座の時間について】
・「ちょうど良い」と回答している割合が最も高く、講座の時間は60分が適切と考えられる

【テキストの内容のわかりやすさについて】
・「ちょうど良い」と回答している割合が最も高く、現状の難易度が適切と考えられる

【高校生にとってのテキストの内容のわかりやすさについて】※日本工学院のみ
・「（高校生にとって）ちょうど良い」と回答している割合が最も高く、
高校生は大人版の受講者に含めて良いと考えられる

【企業の研修等で使う際の内容の過不足について】※日本生命のみ
・「ちょうど良い」と回答している割合が最も高く、ついで「少しものたりない」が高い
要因：今回の受講者は日頃から孤独・孤立の問題に接しており、すでに興味関心を持っているため、

内容に少しものたりなさを感じたと考えられる

【オンライン実施について】
・オンライン/オフラインで回答結果に違いは見られなかったため、オンラインでの実施も念頭に置く

★アンケート結果サマリー

10
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令和６年度以降の本格実装に向けた主な論点について

１）受講者がステップアップできる体制の整備

認知症サポーター養成事業では、養成講座の講師役を養成するための研修（指導者の養成研修）
も行なっている。
このような受講者がステップアップできる体制についても、今後整備していくことが考えられる。
また、すでに孤独・孤立の問題に関わっており、より専門的なスキルを学びたい人などに対して、
今後、上級者養成講座のようなものを別途設けることも考えられる。
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１．つながりサポーター養成講座の本格実装に向けて

令和６年２月に実施した養成講座の試行実施後に、有識者検討会を開催。（令和６年３月12日）
検討会では、試行実施結果の共有および、令和６年度以降の本格実装に向けた議論を行い、
有識者からの指摘を踏まえて、課題や論点の整理を行った。
主な論点としては以下のとおり。



２）ライト層の興味・関心を高める工夫

本格実装以降、さらに講座を拡大していくにあたり、
孤独・孤立に対して興味・関心の薄い層も受講したくなる工夫には以下のようなものが考えられる。

【視覚的な工夫】：写真、DVD、劇、映像（ドキュメンタリーやインタビュー）
【レジュメ】：まとめに当たるポイントを空欄にし、その空欄を受講者に埋めてもらう。

聞きながら空欄を埋めていってもらうことで、養成テキストの内容を記憶に定着させる
【紙芝居】：標準テキストを紙芝居の形にする。たとえば講師役としてセリフを決めていただくことも可。

アイスブレイクや交流にもつながる。
【講座の作り手になってもらう】

：聞き手ではなく作り手側として、映像や劇、紙芝居をつくる時間を学校の講義計画に位置付ける。
作り手側は当事者になるため、自分ごととして面白がって考えられる
ただし、以下の点を考慮する必要がある。
・実施主体の負担の増加
・映像系のコンテンツにおける機材トラブルのリスク
・視覚障害のある方や聴覚障害のある方への配慮
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１．つながりサポーター養成講座の本格実装に向けて

令和６年度以降の本格実装に向けた主な論点について



３）普及効果をより高めるための工夫

①啓発効果のあるグッズの配布
認知症サポーター養成事業では、受講者にオレンジリング等を配布している。こうしたグッズを見たこと
をきっかけに認知症サポーターの存在を知る人などがおり、普及効果が認められている。
つながりサポーター養成講座においても、受講証以外に普及効果のあるグッズを配布することも考えられ
る。

②サポーター同士が情報交換する場の設計
つながりサポーター同士の横のつながりを広めるため、養成講座を受講した人同士が気軽に情報交換をし
たり、
支援機関の人との顔つなぎをするような場をつくったりすることが考えられる。

③ウェブサイトの公開
つながりサポーター養成講座についてより明確にイメージしてもらうため、
受講者のインタビューなどを掲載したウェブサイトを公開することが考えられる。

13

１．つながりサポーター養成講座の本格実装に向けて

08 令和６年度以降の本格実装に向けた主な論点について



４）その他の論点

①養成講座の立て付け
つながりサポーター養成講座の本格実施にあたっては、事務局機能を担える機関の設置や、
自治体、企業、学校等が実施する際のインセンティブ設計などの立て付けを考える必要がある。

②養成講座の効果測定時のKPI
つながりサポーターは「孤独・孤立の問題について知識を身につけ、身の回りの人に関心をもち、できる範囲で困ってい
る人をサポートする人」であり、「困っている人を窓口につなぐだけの人」ではない。
つながりサポーター養成講座の効果測定を行う際、困っている人を「どこまでつなげたのか」「どの支援機関や関係機関
にいくつつないだのか」がKPIにならないよう留意する必要がある。

③実施主体による講義時間の調整
受講者の属性によっては、講義時間（60分）の⾧さを調整することも考えられる。（すでに孤独・孤立に対して興味・関
心の強い人が受講する場合や、高校生を対象に授業時間に合わせて実施する場合等）
一方で、その際には養成テキストの内容の変更、簡略化などが必要になる可能性があり、変更、簡略化した養成テキスト
をもって受講を修了として良いかという点は要検討である。

④支援者支援の視点の追加
つながりサポーターとして活動する中で、悩みや困りごとを抱えるものからの相談を受けているうちに、サポーター自身
がしんどくなってしまうケースも考えられる。そのような場合にも、サポーター自身も相談窓口を活用いただける旨や、
活動時の相談者との関係継続のアドバイス等を盛り込むなど、サポーターとなりうる支援者を支援するような視点を盛り
込むことも重要である。
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１．つながりサポーター養成講座の本格実装に向けて
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１）次年度以降の検討事項

①教育関係者の議論の場への参加

こども版の作成に関しては、以下の論点も踏まえて、学校現場に詳しい教育関係者の関与ついても検討する必要がある。
・学校には担任の教師、養護教諭、スクールカウンセラー、保健室の先生らがいるが、
こどもにとっての相談相手を誰に位置付けるか

・学校の講義計画につながりサポーター養成講座をどう位置付けるか
・養成テキストで使用する文字、漢字、ルビ振りなどは受講者の対象年齢に最適化されているか

②対象年齢の設定
養成テキストの内容、書き振り、表記の検討にあたり、こども版の対象年齢を設定する必要がある。

③議論のベースとなるデータ・エビデンスの収集
こども版テキストの検討にあたっては、「支援の受け方がわからないこどもの数」「支援が必要ではないと言っているこど
もの数」などのといったデータ・エビデンスに基づいて議論を始める必要があると考えられる。
「孤独・孤立の実態把握に関する全国調査」は、16歳以上を対象としており、こども版の対象者は含まれていない。
そのため、
・こどもたちを対象にした調査を行う
・「こども・若者の意識と生活に関する調査」（令和４年度 内閣府）』などですでに示されている
エビデンスやデータを集める

・『こども若者★いけんぷらす』や基本政策部会、こどもの居場所部会などで
こどもたちからアンケートをとっているこども家庭庁の方に話を聞く

などして、議論の土壌を整える必要がある。
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２．こども版テキストの検討について
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（資料３）

令和６年度 つながりサポーター養成講座の本格実施に向けた作業スケジュール想定

2024年 2025年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

分科会関係

検討会関係

（※）

講座実施

 → 令和５年度の試行事業においてまとめた、本格実装に向けた論点・課題をもとに、

    ●こども向けテキスト作成の検討

    ●ステップアップ講座の検討

    ●事務局機能の設置や受講証明書の配布等を含む、養成講座の立てつけに関する検討 など

   以上に関して、有識者検討会や各地さまざまな主体での養成講座実施を踏まえて取組を推進する。

  （※）本格実施に向けた検討会と分科会１本体との関係性については、今後検討して整理する予定

担当幹事会

検討会委員調整 検討会開催（５回程度を想定）

養成講座実施（２０団体程度を想定）

その後の開催は要調整

養成講座協力団体調整孤独・孤立対策強化月間における

つながりサポーター養成講座実施（全２回）

分科会１

・・・
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